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４
(月)
／
保
育
園
入
園
式 

 

６
(水)
／
小
学
校
入
学
式 

 

７
(木)
／
中
学
校
入
学
式 

 
 

〃 

／
体
育
委
員
会
（
第
１
回
） 

 

10

 (日)
／
東
大
塚
祭
礼 

 

14

 (木)
／
狂
犬
病
予
防
注
射(

15
時
～

15
時

30
分) 

18

(月)
／
市
公
連
総
会 

 

22

 (金)
／
老
人
ク
ラ
ブ
総
会 

 

29

(金)
／ 

 

昭
和
の
日 

 

30

(土)
／
子
ど
も
体
験
教
室(

イ
ヤ
リ
ン
グ
作
り)

 

 
 

※
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
中
止
・ 

 
 

 

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

       

水
温
む
春
を
迎
え
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
２
年
余

り
。
こ
の
間
、
私
達
生
活
全
て
に
計
り
知
れ

な
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
一
刻
も

早
い
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
度
、
東
大
塚
総
代
の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
、
身
の
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で

す
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、
多
く 

     

の
行
事
・
活
動
に
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
せ
る

地
域
を
目
指
し
、
各
関
係
機
関
や
区
議
員
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
、
微
力
な
が
ら
尽
力
す
る

所
存
で
す
。 

 

皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

       

穏
や
か
な
日
差
し
に
、
い
つ
し
か
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
、
学
区
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
相
楽
町
総
代
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

相
楽
町
を
含
む
大
塚
学
区
の
生
活
が
、
安

心
安
全
な
地
域
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
力
添
え

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
い
ろ
い
ろ
大
変

だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
皆
で

気
を
緩
め
ず
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
を
も
っ
て
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

       

陽
春
の
み
ぎ
り
、
学
区
の
皆
様
に
は
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
か
ら
公
民
館
長
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

一
昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
昨
年
末
に
は
終

息
の
兆
し
が
あ
っ
た
も
の
の
、
年
明
け
か
ら

新
た
な
新
種
株
に
よ
る
第
６
波
が
流
行
し
、

蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
解
除
の
見
通
し
の

目
途
は
な
く
、
市
域
社
会
に
お
い
て
も
暫
く

は
活
動
の
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状

況
が
継
続
す
る
も
の
と
思
料
さ
れ
ま
す
。
一

日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

さ
て
、
公
民
館
事
業
は
地
域
活
動
お
よ
び

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

近
年
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
変
化

を
見
据
え
て
、
施
設
の
規
模
の
適
正
化
や
運

営
の
効
率
化
を
図
り
、
社
会
の
変
化
や
新
し

要
望
に
対
応
す
る
た
め
に
、
公
共
施
設
の
運

営
管
理
が
議
論
さ
れ
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。 

 

大
塚
学
区
も
児
童
館
、
保
育
園
、
小
中
学

校
お
よ
び
公
民
館
を
含
め
て
再
整
備
す
る
こ

と
で
昨
年
か
ら
会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
方
に
は
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
対 

し
て
ご
助
言
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

   

今
年
度
第
３
回
運
営
審
議
会
兼
管
理
運
営

委
員
会
は
１
月
６
日
、
委
員
19
人
が
出
席
し

公
民
館
会
議
室
で
開
催
し
た
。
前
２
回
は
、

緊
急
事
態
宣
言
中
等
で
書
面
決
議
の
た
め
委

員
が
一
堂
に
介
し
て
の
議
論
は
今
年
度
初
と

な
っ
た
。 

 

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
感
染
者

は
、
激
減
し
て
い
る
が
沖
縄
、
山
口
、
広
島

県
で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
新
規
感
染
者
が
急

増
中
で
、
１
月
９
日
か
ら
ま
ん
延
防
止
措
置

が
発
令
さ
れ
た
。
感
染
力
が
強
く
市
内
で
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
万
全
の
対

策
で
の
開
催
で
あ
る
。 

 

会
議
に
先
立
ち
、
小
中
学
校
石
川
、
寺
田

校
長
先
生
か
ら
「
大
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
に
向
け
て
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。
内
容
は
、
３
年
度
事
業

の
実
施
状
況
、
同
予
算
の
執
行
状
況
及
び
新

館
長
の
選
任
が
議
題
と
な
っ
た
。
新
館
長
に

は
、
浅
沼
明
喜
前
主
事
が
全
員
原
案
に
賛
成

で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。 

  

薄
永
の
溶
け
ゆ
く
よ
う
に
母
は
逝
き 

立
岩
宣
宏 

あ
ち
こ
ち
に
土
竜
の
跡
や
春
の
土 

 

三
浦
三
治 

日
に
溶
け
て
淡
く
消
え
ゆ
く
春
の
雪 

安
野
悦
子 

立
春
や
パ
ン
に
た
っ
ぷ
り
苺
ジ
ャ
ム 

小
林
道
子 

一
塁
に
駆
る
一
瞬
風
光
る 

 
 

 
 

青
山
昭
吉 
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公
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館 

４ 

月 
 

 
主
な
行
事
予
定 

 
 

 

市
・
町 

園
児
芋
掘
り
体
験
・
交
流 

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

東
大
塚
総
代 

 

飛
田
直
俊 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

新
任
の
ご
挨
拶 

相
楽
町
総
代 

 
 

山
口
哲
也 

公
民
館
長 

 
 

浅
沼
明
喜 

運
営
審
議
会
等
の
開
催 

俳
句
ク
ラ
ブ 

 
 

菩
提
樹 
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第
４
回
大
塚
地
区
ま
ち
づ
く
り
と
公
共
施

設
の
将
来
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
１

月
23
日
、
大
塚
公
民
館
で
参
加
者
16
人
（
リ

モ
ー
ト
12
人
含
む
）
と
市
職
員
２
人
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

参
加
方
法
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
で
自
宅
、
中

学
校
か
ら
リ
モ
ー
ト
（
ズ
ー
ム
）
で
参
加
を

原
則
と
し
て
い
る
が
、
今
回
は
急
遽
公
民
館

で
開
催
と
な
っ
た
。 

 

７
月
に
参
加
者
の
募
集
説
明
会
が
あ
り
、

33
人
で
ス
タ
ー
ト
第
１
回
目
は
令
和
３
年

８
月
、
９
月
、
11
月
に
続
き
今
回
が
４
回
目 

内
容
は
、
前
回
ま
で
の
意
見
を
反
映
し
、
７

つ
の
再
配
置
プ
ラ
ン
案
を
４
班
に
分
か
れ
、

比
較
・
評
価
・
検
証
を
行
っ
た
。 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
趣
旨
・
目
的
は
、
市

で
は
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
公
共
施
設
の
機

能
配
置
や
魅
力
向
上
を
図
る
と
共
に
、
将
来

に
大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
行
財
政
運
営
を

実
現
す
る
た
め
に
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。 

 

議
題
の
中
心
は
、
地
区
利
用
型
施
設
の
小 

         

中
学
校
、
保
育
園
、
児
童
館
及
び
公
民
館
の

再
編
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
聞
き
基
本
方
針
・
実
施
計
画
を
策
定
し
、

今
後
の
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
る
た
め
の

道
筋
を
示
す
。 

 

第
５
回
目
は
、
３
月
末
に
予
定
し
再
配
置

の
プ
ラ
ン
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る

よ
う
な
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
、
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
地
区
個
別
計
画
を
ま
と
め
る
。 

   

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
公
害
防
止
協
議

会
は
２
月
18
日
、
公
民
館
に
お
い
て
開
催
を

予
定
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
下
で
中
止
し
、
資

料
配
布
と
な
っ
た
。 

 

説
明
で
は
、
水
処
理
施
設
の
原
水
、
放
流

水
、
地
下
水
、
周
辺
地
下
水
の
水
質
分
析
結

果
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
が
示
さ

れ
、
い
ず
れ
も
技
術
上
の
基
準
値
内
。 

 

ま
た
、
平
成
12
年
(2000)

４
月
か
ら
埋
立
開
始

し
た
処
分
場
は
、
令
和
４

(2022)

年
１
月
末
現
在 

、
埋
立
容
量
十
一
万
三
千
㎥
の
内
73.1

％
が
埋 

         

立
て
済
で
、
残
容
量
は
26.9

％(

30,400

㎥
）
。
１
年

間
埋
立
て
量
を
平
均
約
4,000

㎥
と
予
想
、
令
和

11
年
３
月
末

(2029)

で
容
量
に
達
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。 

   

公
民
館
文
化
祭
は
、
３
月
13
日
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ん
延
防
止
措
置
が

適
用
（
３
月
21
日
ま
で
再
延
長
）
と
な
り
、

感
染
者
も
増
加
し
て
中
止
と
し
ま
し
た
。 

 

２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
子
ど
も

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
浅
見
清
さ
ん
の
十
重
塔

等
自
主
作
品
を
３
月

12
日
か
ら

18
日
ま
で

ロ
ビ
ー
展
示
を
し
た
。
多
数
の
来
館
者
の
ご

観
覧
を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

大
塚
の
未
来
を
考
え
る 

最
終
処
分
場
は
10
年
度
末
終
了 

文
化
祭
中
止
で
ミ
ニ
展
示 

子ども体験教室  

●イヤリング 

かわいいお花のイヤリングを作ります 

大好きなお母さんへプレゼント 

自分へのプレゼントでも 

初めてでも大丈夫です！ 

 

材料：金具 .アジサイ

(ピンク＊ブルー）

カスミ草(シロ)ほか  

完成イメージ  

と き 4 月 30 日（土） 

    午前 10 時～12 時 

場 所 大塚公民館 ２F 会議室 

対 象 大塚小 4.5.6 年生の児童 

定 員 10 名（先着順） 

参加費 300 円(材料費)当日集金 

申込み 4 月 23 日(土)までにＱＲコ

ードまたは大塚公民館へ

（TEL・FAX 共 59-8820） 

（受付時間は平日：火曜会～土曜日 

9 時～12 時 13 時～16 時） 

QR コードはこちら 

公民館へ 
行ってみよう‼ 

ひめはるくるりんバス情報 18 
 
大塚地区支線バス 

「ひめはるくるりんバス」 
2 月乗車人数報告 

 
2 月の乗車人数は合計 134 人でした。1 便当

たり平均乗車人数は 1.6 人です。 
 
 ひめはるくるりんバスは 4 月で運行 2 年目に入
りました。大塚地区の皆様には、運行にご理解と
ご協力ありがとうございます。また乗車いただき
ありがとうございます。 
 運行開始からご利用いただいている方も、まだ
乗ったことないよという方も、買い物や通院、お
出かけなど外出の際は「ひめはるくるりんバス」
をご利用ください。 

≪観覧の様子≫ 


